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タップリベラメンテとフィルタライザーの活用 (3) 

―47研フォノイコ 4718「信楽」への適用― 

 

１．はじめに 

前報(2)の iPhonoに引き続き、フォノイコを iPhonoから 48研フォノイコ 4718「信

楽」に替えてタップリベラメンテとフィルタライザーの効果を確認します。 

   

２．タップリベラメンテとフィルタライザーおよび foQシートの試聴方法 

 今回は、LINN LP-12に装着した Ortofon Royal Nから 47研のフォノイコ 4718経

由のアナログ再生について実施しますが、前報(2)同様、タップリベラメンテとフィ

ルタライザーの効果の確認の前に、foQシートの効果を確認します。 

 購入した foQシートを切り取って、フォノケーブルの端子に貼り付けます。   

 この処理の後、4718の専用電源はタップリベラメンテから取り、専用電源の ACケ

ーブルの接続部にフィルタライザーを取り付けます。DCケーブル側は長さが不足す

るので見送りました。 

   

 

３．タップリベラメンテとフィルタライザーおよび foQシートの試聴結果 

 上記の処置を施さない状態で聴きましたが、パワーリベラメンテその他の対策を施し

てきていますので、以前とは随分印象が違います。4718 のストレートな表現はその

ままにかなりしっとりとした表現もできるようになっていますが、もう少し静寂感の

欲しいところです。この状態で foQシートの対策を施しますと、4718のストレート

な表現はそのままに、静寂感についてもかなり満足できる状態になってきて 4718を

見直しました。 

次に、4718の電源はパワーリベラメンテで給電したチクマのタップからとっていま

すが、タップリベラメンテから取りますと、foQシートの対策を施した状態からさら

に滑らかで聴きやすくなりました。 

http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2013/12/03473bb014e406ff82967dc61a9ba6c0.pdf


 さらに専用電源の ACケーブルをフィルタライザーに巻きますと、ディテールがよく

分かるようになり、音に艶が乗ってきます。 

     

４．まとめ 

 48研フォノイコ 4718「信楽」におけるタップリベラメンテとフィルタライザー、な

らびに foQシートの効果が確認できました。この分では常時接続も考慮してよさそ

うです。 

  

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


